
住　所：飯田市上郷別府2428-1 
電　話：0265-53-3755

秀水美人画美術館 住　所：飯田市上郷別府2428-1 
電　話：0265-53-3755

住　所：飯田市上郷別府2428-1 
電　話：0265-53-3755上 郷 考 古 博 物 館

美 術 博 物 館
1 0月5日～11月4日まで

★ プ ラ ネ タ リ ウ ム ★

★プラネタリウム観覧料(通常料金）は、小中学生50円、高校生150円、
　一般250円です。
　(就学前のお子さんが座席ご利用の場合は小中学生料金が必要です。)
★平日の10:00～、11：30～、13：00～の投影は、3ヶ月前から団体予約
　（10名以上）を受け付けます。（お問い合わせ：美術博物館0265-22-8118）

平   日
①10：00～②11：30～③13：00～予約投影
④14：30～ヤングアライブ+菱田春草
⑤16：00～オリジナル番組(春草､中央構造線､しらびそ､他)

土･日･祝

①10：00～ぽんたのたからもの+しらびそ高原
②11：30～さいごの恐竜ティラン+中央構造線
③13：00～ヤングアライブ+菱田春草 
④14：30～さいごの恐竜ティラン+中央構造線
⑤16：00～ヤングアライブ+菱田春草　

9月1日(日)～11月30日(土)

１０月の休館日・・・ ７・１５・２１・２８日
※美博のみ休館・・・ ３・４日

10月のみどころ
2013年10月号 1/2

～飯田市美術博物館・上郷考古博物館からのご案内～

常 設 展  示  常  時  開  催  中（飯田市内で発掘調査された考古資料の展示）

無料、申込み締切10月２日(水)

要申込み⇒電話：0265-22-8118へお申込み下さい。
※小学生の皆さんは保護者と一緒にご参加下さい。

★天文講座★ 宇宙をのぞこう！！★

「秋の星座」澄んだ秋の夜長に星を眺めてみませんか？
☆講　座☆

時　間：午後3時～4時30分
会　場：2階科学工作室
講　師：平沢 喜代重さん

奥村 茂実さん

☆星　見　会☆
時　間：午後7時～8時30分
会　場：2階科学工作室、屋上
案　内： 平沢 喜代重さん
　　　   奥村 茂実さん
　　　   飯田御月見天文同好会

10月5日(土)

　特別展　伊那谷の日本画　ー春草没後の求道者たちー

8月30日～12月6日まで 美人画 眼差し

★各回とも星空解説をあわせて投影します。

　オーロラ上映会
びはくのプラネタリウムにアラスカの夜空が広がります

撮影・映像制作・プレゼンテーション：中垣 哲也 さん（オーロラメッセンジャー）
◎日時：・第１回　10月18日（金）19:00~20:30
　　      ・第２回　10月19日（土）10:30~12:00　
　　      ・第３回　10月19日（土）15:00~16:30
◎料金：一律500円　美博受付にてチケット発売中！！
　※前日までお電話または受付にてご予約を承ります(0265-22-8118)
        定員になり次第受付終了、定員各回90名。　

10月5日(土)

時　　間：午後2時～4時30分
場　　所：美術博物館 2階 講堂

山 岳 映 画 企 画 2 0 1 3 飯 田   
聴講無料、申込み不要

「サルバチョメ
ー社会人山岳会初のヒマラヤ遠征登山ー」

富山県「立山博物館」との共同主催
富山県立の立山博物館は山岳映像企画を実施してきた中で、昨年11月3日
に富山市において「サルバチョメ」を実施した。今回、遠征隊の故郷である
飯田市において同企画を共同で主催して頂くことになった。
上映作品は以下の2本
○「ランタン・ヒマール遠征隊の記録　サルバチョメ」
○「ヒマラヤ登頂隊故郷へ」

＜話題提供＞
○布川欣一さん（登山史研究家）による評価として、無名の一地方山岳会が
　ヒマラヤ7000ｍ峰への初登頂に成功したことは後にも先にも希有だった
　と紹介される。
○北城節雄さん（飯田市）による登頂報告
○松島信幸さん（高森町）によるランタンヒマールの調査報告
　および同登山記録書（当日販売予定）の紹介

10月10日(木)

講　　師：四方 圭一郎（当館学芸員）
時　　間：午後7時～9時
場　　所：美術博物館 2階 科学工作室

自 然 講 座
聴講無料、申込み不要

生物講座
 「チョウとガとイモムシ・ケムシ
  ーレピドプテロロジーことはじめー」
「レピドプテラ」とはチョウやガの仲間のこと。
親戚同士なのに好かれるチョウと嫌われるガ、親子なのに好かれる
チョウと嫌われる毛虫。なんで？？ チョウとガの魅力について面白
くかつ真面目にお話しします。

※ 10月19日はオーロラ上映会、20日は民俗芸能学会のため投影内容が変わります。

特別企画

※各回とも30分前に
　開場します。
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伊那谷の日本画　特別講演会
 無料、申込み不要

伊那谷の日本画　特別講演会

文 化 講 座

10月13日(日)

講 師：山内 尚巳さん（長野県文化財審議委員、飯田市文化財審議委員）
時 間：午後1時30分～3時
場 所：美術博物館 2階 講堂

 第4講 「清内路街道と関所」
伊那谷と木曾谷をむすぶ道として、助郷などで重要な役割を果たし、
今も古道の跡をよく残す清内路街道について話します。

聴講無料、申込み不要

10月27日(日)

伊那谷の悲願が実って開通した現飯田線の伊那電気鉄道と、計画
途中で頓挫した国鉄・中津川線についてお話しします。

講 師：本島 和人さん（飯田市歴史研究所研究員）
時 間：午後1時30分～3時
場 所：美術博物館 2階 講堂

講 師：小島 淳（当館学芸員） 
時 間： 午後3時～
場 所： 美術展示室・展示室Ａ・Ｂ

伊那谷の日本画　展示解説会

文 化 講 座「 伊 那 谷 の 街 道 」

聴講無料、申込み不要

 第5講 「伊那電の開通と中津川線」

10月1日(火) 聴講無料、要申込み、定員30名

「カミとホトケの交渉」をテーマに、仏教と結びついた日本の神々
のすがたについてお話します。
講　　師：織田 顕行（当館学芸員）
時　　間：午後7時～9時
場　　所：美術博物館 2階 科学工作室
定　　員：30名程度(第4回のみ申し込み不要)
【受講方法】
事前に(当日でも可)美術博物館(0265-22-8118)まで
お申し込みください。
その際、氏名・住所・電話番号をお伝え下さい。

講座は全４回の開催を予定しています。1回のみの
参加でも構いませんので、お気軽にご参加ください。

仏教文化講座（全4回）

10月1日（火）～10月6日（日）    　楽の会

 　※10月3日（木）・4日（金） 臨時休館日

10月8日（火）～10月1３日（日）　水野茂生水墨画教室　
　　　　　　　　　　　　　   第15回記念　合同作品展

10月22日（火）～10月27日（日）　水墨画・墨彩画展
10月29日（火）～11月３日（日）　ＫＰＣ南信（それぞれの四季）

市 民 ギャラリー

民 俗 芸 能 学 会 飯 田 大 会

10月20日(日)

1．「南信州の屋台獅子の誕生と展開」　櫻井  弘人（当館学芸員）

10月19日(土) 19日、20日  参加費　500円

【オープニングイベント】　14:10~14:30
　　大鹿歌舞伎  浄瑠璃「菅原伝授手習鑑 寺子屋の段」（いろは送り）
                         片桐　登 さん(大鹿歌舞伎太夫）
【研究発表】　14:40～16:50
1．山路  興造さん　「紀州花園の仏舞と西浦の田楽能」
2．松岡  薫さん　　「俄の伝承を支えるもの
　　　　　　　ー長崎県新上五島町有川郷の十七日祭を事例に－」
3．高久  舞さん　　「特化された楽奏者ー花輪ばやしと「芸人」ー」
4．西嶋  一泰さん　「津軽の虫送り考」

「やさしい仏像の見方」ーカミとホトケの交渉ー
第3講「お寺の守り神」

　

　【超臨場感映像の上映と講演】　11 :20～12 :20
　解　　説：牧野　光朗（飯田市長）
　　　　　：尾久土　正己さん（和歌山大学観光学部教授）
　　　　　：吉住　千亜紀さん（和歌山大学観光学部特任助教）
　・ 「遠山霜月祭～太陽と命のよみがえり～」（10分）
　・ 「人形劇のまち飯田～人形芝居に見る伝統文化～」（12分）

民俗芸能学会は、祭り・民俗芸能を調査研究する全国の研究者を中
心として組織された学会です。隔年に地方大会を開催していますが、
本年度は飯田市で飯田市美術博物館を会場にして開催することにな
りました。下記のように2日間にわたり、研究発表や懇親会、講演など
一般の方々もご参加いただけます。
※ 懇親会は事前申込みが必要です。（参加費6000円）

10月12日(土)

講 師：滝沢 具幸（本館館長）
時 間：午後1時30分～
場 所：美術博物館 2階 講堂

（展示観覧券が必要です）

聴講無料、申込み不要10月６日(日)、20日（日）
11月 3 日(日）

　　　　　※ 開館時間：午前9時30分～午後5時 
　　　　　　（入館受付は午後4時30分まで）　　　

　

時         間：開場午後6時、開演午後6時30分
場         所：美術博物館ロビー（展示室Ｂ前）

「RIKO  GOTO TRIO FINRAND」

★第16回ミュージアムコンサート★
11月22日(金)

※詳しくは美博までお問い合わせ下さい。
 10/12(土)～受付にてチケット販売イス席 1,000円 (全席自由)

　～フィンランドのジャズと民俗音楽を通しての国際文化交流コンサート～

フィンランドでジャズピアノを学び現在フランス在住のピアニスト後藤理子がフィンランド
よりベースのタパニ・ヴァリスとドラムのエルッキ・ヨウツェノを率いて日本凱旋ツアー。
メンバーのオリジナル楽曲によるピアノトリオでの印象派北欧ジャズとフィンランドの古楽
器であるムンニハルップ（口琴）、カンテレ、ヨーヒッコなどの大変珍しい民族楽器の奏でる
音を織り交ぜてフィンランドの音楽シーンをお届けします。

フィンランドが気になる方、北欧が好きな方、ピアノが好きな方、
民族音楽に興味のある方、目をつぶって耳をかたむけてみてください。
皆さんを幻想的なフィンランドへの音紀行へご案内します。

　　　　　　　　　　　　     場　所  :   美術博物館 2階 講堂
 【受付開始】　13:30～

古文書講座

講　　師： 山内 尚巳さん（当館評議員）
時　　間： 午前9時40分～11時30分
場　　所： 美術博物館 2階 科学工作室
資 料 代： 100円（1回ごと徴収します）

 申込み不要 1班・・・毎月第1水曜日（※今月は10月9日）
 ※諸般の事情により日付が変更になりました。ご注意ください。
 2班・・・毎月第3土曜日（今月は10月19日）
  

　　　　　　　　　　　　     
【受付開始】　9:30～（一般参加）
【講　　演】　9:40～11:20

2．「映像は霜月祭をどうみてきたか」　 北村  皆雄さん

 「伊那谷の日本画家、その作品と魅力」
今回出品する、春草以外の５人の作家の魅力を、詳しく解説します。

「特別展　伊那谷の日本画－春草没後の求道者たち－」の
展示解説会です。


